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４月９日～15日

9日　線香番 狂言が所定の時間内に収まるよう計時する。
時計のない時代、線香が燃え尽きるまでの時間を目安とした。

9～12日　裸参り 役者の健康と祭典の成功、
良いくじが引けることを祈願する。今年は東日本大震災の影響もあり、
羽織参りを行う山組もあった。神前で「震災復興！」の声もあがった。
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13日　くじ取り式 各山組の籤取人による籤取り
の結果、狂言執行の順番が決まる。

15日　朝渡り 夜明け前からの仕度を終え
た役者たちが八幡宮へ。祭典の成功を祈る。

15日　太刀渡り これが祭りの原点。長刀組の若衆が
力士に、子どもたちが武士に扮し、八幡宮まで渡る。

14日　登り山
各山組自町内での狂言のあと、曳山を八幡宮内に入れる。

市では、友好都市の西之表市との
関係をさらに深める目的で職員の人
事交流を行っています。
今年は中園さんが子育て支援課に

配属されました。

はじめまして　中園智之
なかぞのともゆき

です。
琵琶湖の偉大さ、長浜城を始めと

する長い歴史、肌で感じる環境や文
化の違い、長浜にあるすべてのものが新鮮で、毎日が驚
きの連続です。限られた期間ではありますが、一日一日
を大切に過ごし、長浜市の一員としても活躍できるよう
がんばりたいと思いますので、長浜のみなさん、どうぞ
1年間よろしくお願いします。

山曳きに参加する中園さん
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弐番山　月宮殿
げっきゅうでん

（田町組）

嫗山姥
こもちやまんば

八重桐廓噺
やえぎりく る わ ば な し

参番山　青海山
せいかいざ ん

（北町組）

玉藻前曦袂
たまものまえあさひのたもと

道春館
みちはるやかた

の場
ば

四番山　諫皷山
か ん こ ざ ん

（御堂前組）春重四海波
はるをかさねてしかいなみ

壱番山　春日山
か す が ざ ん

（本町組）

釣女
つりおんな

戎詣恋釣針
えびすもうでこいのつりばり


